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2主な事業

施策区分 事業名 事業費 内容
移住定住・
子ども施策

乳児紙おむつ購入費用助成事業 252万円紙おむつ購入費用助成券の交付
保育所負担金・幼稚園授業料等助成事業 3,712万円 保育料・幼稚園授業料等相当分を市内商品券で助成
若者移住定住促進家賃助成事業 2,245万円 民間住宅入居者家賃を市内商品券で一部助成
住宅建設等費用助成事業 1,700万円新築・中古住宅購入費用の一部助成
住まいのリフォーム助成事業 1,500万円リフォーム等費用の一部助成
親子英語教室実施事業 96万円親子を対象とした英語教室の実施
スポーツ環境充実事業 677万円プロ指導者（野球、サッカー）の招致
吹奏楽指導者招致事業 244万円札幌交響楽団所属の演奏者を招致

産業活性化 石炭資源有効活用推進事業 399万円石炭の地下ガス化基礎実験の委託
農業担い手確保・育成対策事業 403万円新規就農者への補助
商工業活性化事業やる気応援補助金 300万円新商品開発等補助の実施
三笠ジオパーク推進事業 816万円三笠ジオパークの普及活動等の実施

高齢者施策 長寿祝い交付金 232万円米寿と百寿の祝い金の交付
高齢者バス利用助成事業 649万円高齢者のバス運賃の助成
敬老祝い温泉入浴券助成事業 570万円敬老祝いに市内温泉入浴券等を助成

生活 新火葬場整備事業 3億2,109万円 新火葬場の整備
市立高校 高等学校就学経費等軽減事業 3,606万円実習服、実習用具、寮費等の一部助成
道路・橋りょう 道路橋りょう新設改良事業 4億3,403万円 市内の道路、橋りょうの整備等
市営住宅整備 市営住宅建替改善等事業 6億4,258万円 榊町団地Ｄ棟建設ほか
環境 畜産環境改善事業補助金 5,000万円 脱臭施設等整備に対する一部補助
公共施設修繕等 各地区市民センター・保育所・児童館・老

人福祉センター・各小中学校等整備事業
4億1,369万円 各公共施設等の修繕

各会計予算総括表

会計区分
平成27年度
当初予算額
［構成比］

対前年度増減額
［対前年度増減率］

一般会計
95億7,687万円 増 5億3,414万円
［56.04％］［増5.9％］

特
別
会
計

後期高齢者医療
特別会計

2億 257万円減 2,079万円
［1.18％］［減9.3％］

国民健康保険
特別会計

19億 288万円増 8,637万円
［11.13％］［増4.8％］

介護保険
特別会計

13億1,835万円 増 6,942万円
［7.71％］［増5.6％］

育英
特別会計

204万円減 57万円
［0.01％］［減21.7％］

企
業
会
計

水道事業
会計

5億7,524万円 減 1,784万円
［3.37％］［減3.0％］

下水道事業
会計

10億7,274万円 減 7,269万円
［6.28％］［減6.3％］

病院事業
会計

24億4,006万円 減 13億5,100万円
［14.28％］［減35.6％］

合計
170億9,075万円 減 7億7,296万円
［100.00％］［減4.3％］

　

三
笠
市
の
会
計
は
、市
政
運
営
の

基
本
的
な
経
費
を
扱
う「
一
般
会
計
」

と
、特
定
の
事
業
を
行
う
国
民
健
康

保
険
な
ど
の「
特
別
会
計
」、事
業
収

益
で
運
営
す
る
水
道
会
計
な
ど
の

「
企
業
会
計
」の
3
つ
の
区
分
に
分
け

て
運
営
し
て
お
り
、今
年
度
の
予
算

額
は
、一
般
会
計
が
95
億
７
，６
８
７

万
円
で
、ほ
か
の
会
計
を
含
め
た
予
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総
額
は
１
７
０
億
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，０
７
５
万

円
と
な
り
、昨
年
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と
比
較
し
て
４
．

３
％
の
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と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、4
月
に
統
一
地
方
選
挙
が

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、一
般
会
計
に

つ
い
て
は
経
常
的
な
経
費
の
ほ
か
、

継
続
的
な
事
業
や
早
急
に
対
策
が
必

要
な
事
業
の
み
の
編
成
と
し
ま
し
た

が
、市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

公
共
施
設
の
維
持
に
必
要
な
予
算
を

増
や
し
た
た
め
、昨
年
度
と
比
較
し

て
５
．９
％
の
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額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、企
業
会
計
は
会
計
基
準
の

見
直
し
に
よ
り
前
年
予
算
が
大
幅
に

増
え
た
こ
と
が
影
響
し
、今
年
度
は

大
幅
な
減
と
な
る
も
の
で
す
。

　市の会計の中心となる一般会計は、これまで市民の皆さんと取り組んできた行財政改革などで支出を抑
制してきたことや、収入の約半分を占める地方交付税が近年増額の傾向で推移したこともあり、国などから
指導を受けない健全で安定した財政状況となっています。今年度は公共施設の維持費の増加や新火葬場整
備などの支出で大幅な増が見込まれたものの、借金である市債の発行はできる限り抑制し、身の丈にあった
予算規模の中で、市の将来へつながる事業などに予算を重点配分する予算編成としました。
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